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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
中
は
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ

り
、
議
員
活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
有
田
川
町
も
誕
生
か
ら
丸
12
年
が
た
ち
、
皆
さ
ま
方
の

ご
協
力
と
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
議
会
に

お
い
て
は
、
十
一
月
に
森
本
明
議
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
い
う
衝
撃
的
な
出
来
事

が
あ
り
、議
員
一
同
、言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
、
国
内
で
は
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
風
水
害
が
発
生
し
、
被
災

さ
れ
た
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
な
か
、本
町
に
お
い
て
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
そ
し
て
豊
か
な
住
み
よ
い
町
の
実
現

を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
わ
が
町
で
は
新
年
早
々
１
月
末
に
、
有
田
川
町
と
し
て
４
度

目
と
な
る
町
長
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の
役
割
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
中
で
、
今
後
の
町
政
を
左
右
す
る
大
切
な
選
挙
と
な
り
ま
す
の
で
、
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、皆
さ
ま
方
の
清
き
一
票
を
投
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
わ
が
町
に
お
い
て
も
今
後
ま
す
ま

す
行
財
政
運
営
の
困
難
さ
が
増
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
に

あ
り
ま
し
て
も
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
認
識
に
立
ち
、
町
民
皆
さ
ま
方
の
ご
意

思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る
く
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、ま
た
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
町
政
の
推
進
に
深
い
ご
理
解
と
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋
篠
宮
家
の
長
女
・

眞
子
さ
ま
が
小
室
圭
さ
ん
と
の
ご
婚
約
を
発
表
さ
れ
、
祝
福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
一
方
、
九
州
北
部
の
集
中
豪
雨
や
度
重
な
る
台
風
の
上
陸
な
ど
、
日
本
各
地
で

多
く
の
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
当
町
で
は
か
ね
て
よ
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
エ
コ
な
ま
ち

に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
各
界
で
評
価
さ
れ
、「
新
エ
ネ
大
賞
」
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

長
官
賞
や
「
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
」
審
査
委
員
特
別
賞
、「
わ
か
や
ま
環
境
賞
」
環
境
大
賞

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
徹
底
し
た
ご
み
分
別
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
絵
本
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
加
え
、
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
ぶ
ど
う
山
椒
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
、
町
の
資
源
を
最
大
限
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、
有
田
川
町
で
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
を
多
く
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
で
あ
っ
て
も
、
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
整
備
や
、
学
校
教
育
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
下
で
は
「
高
野
山
有
田
川
流
域
の
伝

統
的
農
林
業
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
日
本
農
業
遺
産
の
認
定
を
目
指
す
取
り
組
み
も

は
じ
ま
っ
て
お
り
、
農
林
業
分
野
や
観
光
に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
人
が
集
い
、
想
（
お
も
）
い
を
紡
ぎ
、
新
し
い
流
れ
を
つ
く
る
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
町
政
の
運
営
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
お
一
人
お
一
人
に
と
っ
て
、
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平成 29 年 12 月 11 日（月）に地域交流セ

ンター ALEC で開催した「みかんギャザリン

グ」。同イベントは昨年に引き続き 2 回目の開

催となりました。みかんの収穫の繁忙期に集ま

る季節労働者の交流や、移住定住を促進するた

めのイベントです。

当日は、有田郡内に働きに来ている約 200

人が集いました。参加者は 20 歳代後半から

30 歳代後半の人が多く、出身地は北は北海道

から南は沖縄までさまざまで、再会や交流を楽

しんでいる様子が伺えました。

当日は、奈良大介さんによるライブパフォー

マンス、楽器を持ち寄った人たちのセッション

やダンスなど、大いに盛り上がりました。

食育運動の推進に伴う「地産地消」活動の一環として、農

業士会・4H クラブから丹精込めて作り上げた温州みかんを

寄贈賜りました。

この取り組みは、町内の子どもたちにみかんを味わってい

ただくことで、将来、有田川町を担っていく子どもたちに農

業への関心や、全国ブランドを誇る当町のみかんに対する理

解を深めていただくことを目的とし、毎年実施されています。

当町環境衛生課が実施する「有田川エコプロ

ジェクト」。このプロジェクトのロゴマークをデ

ザイン、寄与いただいたことを受け、制作者の垣

内翔太さん（角）に感謝状を贈呈しました。

このロゴマークは「エコなまち」への取り組み

に関する事業などに使われています。

「みかんギャザリング」

みかんを寄贈賜りました

有田川エコプロジェクトロゴマーク

みかんでつながる
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今年で８回目を迎えた「AKI ☆ DEN 大会」。12 月

2 日（土）にきび体育館周辺で当駅伝大会を開催しま

した。この大会では、有田川町内の小学校がそれぞ

れチームを作り、競い合います。今年は 23 チーム、

197 人が参加しました。

日頃の練習の成果を十分に発揮し、一生懸命走る選手

達の姿に、観覧席や沿道からは大きな声援が飛び交い、

地域一帯となって盛り上がり感動する日となりました。

第 8 回 有田川町小学校対抗駅伝大会「AKI ☆ DEN」

藤並小学校が優勝

区間賞	 （敬称略）

第１区
1位 川口　大翔 （藤並Ａ）
2位 三浦　大輝 （しみずＡＫＹ　Ａ）
3位 寺垣　翔一郎 （鳥屋城Ａ）

第２区

1位 林　亜依 （藤並Ａ）
2位 岡　杏奈 （御霊Ａ）

3位 矢田　美月 （小川Ａ）
花田　有香 （田殿Ａ）

第３区
1位 小島　佑斗 （藤並Ａ）
2位 辻井　岳良 （しみずＡＫＹ　Ａ）
3位 濱田　啓介 （藤並Ａ）

第４区
1位 宮地　杏 （藤並Ａ）
2位 木下　琴葉 （鳥屋城Ａ）
3位 田村　海菜 （御霊A）

第５区
1位 宮原　迅汰 （鳥屋城Ａ）
2位 宮地　優成 （藤並Ａ）
3位 清水　頼星 （御霊A）

第６区
1位 川本　知咲希 （藤並Ａ）
2位 久保　愛羽 （御霊Ａ）
3位 德岡　智美 （小川Ａ）

敢闘賞

保田　祐希 （藤並Ｂ）
友石　節郎 （田殿Ａ）
木地　紗都樹 （石垣Ａ）
上前　琴音 （鳥屋城Ａ）

総合表彰

1位 藤並Ａ
2位 御霊Ａ
3位 小川Ａ
4位 鳥屋城A
5位 しみずＡＫＹ（Ａ）
6位 藤並Ｂ

タイムトライアル	 （敬称略）

男子
1位 須佐見　容平 （藤並）
2位 坂本　凌汰朗 （藤並）
3位 橋本　彪冴 （藤並）

女子
1位 床　弥羽 （御霊）
2位 谷畑　伽純 （鳥屋城）
3位 堀江　茉裕 （鳥屋城）

チーム新記録賞
43分 11秒 藤並　（大会新記録）
45分 51秒 御霊
45分 56秒 小川
47分 29秒 しみずＡＫＹ

最優秀応援賞 石垣
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今年は有田川町内の各中学校で 15 人が受賞。おめでとう

ございます！

第 21 回和歌山県花いっぱいコンクール

家庭の部　優良賞

中学生の「税についての作文」
「税の標語」表彰式

祝100歳
おめでとうございます 佐々木裕哲さん（北筋）

＝（写真 3 列目　左から 2 番目）

このコンクールでは、県内で花のあるまちづくりに取り組
む個人や団体が表彰されます。河原文雄さん（清水）

賞の内容 中学校名 氏名

大阪国税局長賞 金屋 冨山 ひかり
和歌山県租税教育推進連絡協議会賞 石垣 西林 鈴華
有田地方租税教育推進協議会会長賞 金屋 調 美法
有田地方租税教育推進協議会会長賞 石垣 髙垣 侑志
公益社団法人　湯浅納税協会会長賞 吉備 髙垣 愛美
和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 金屋 三枝 那有
和歌山県知事賞 八幡 下垣 琴海
有田川町長賞 吉備 松原 あみ
有田川町長賞 金屋 中井 達之
有田川町長賞 石垣 木地 美紗樹
有田川町長賞 白馬 山本 麻央
有田川町長賞 八幡 柳本 千陽
有田川町長賞 吉備 中尾 天音
有田川町長賞 金屋 谷畑 洸介
近畿税理士会湯浅支部長賞 金屋 瀧谷 侑斎
近畿税理士会湯浅支部長賞 八幡 束前 楓果

▲受賞者集合写真。上から吉備地区、金屋地区、清水地区。

（敬称略）
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最後の開催

「北地区大運動会」

第 15 回「紀の国チャレンジド賞」地方自治法施行 70 周年記念
監査事務功労者総務大臣表彰

投光機・発電機を
寄贈賜りました

自立更生者賞

栗栖智恵美さん（中井原）

チャレンジ賞

久保田浩栄さん（上湯川）

亀井次男さん（明王寺）

有田ライオンズクラブ 55 周年記念事業として、バルー

ン LED 投光機・発電機を「防災に役立てていただきたい」

と、寄贈賜りました。

平成 29 年 10 月 22 日（日）に第 20 回北地区大運

動会が開催されました。

平成 10 年に北小学校が休校となり、地域の子ども

たちの声が少なくなったことがきっかけで始まった小

さな運動会。そんな北地区大運動会も今回が最後の開

催となり、20 年間の長い歴史に幕を下ろします。

当日は、あいにくの雨にもかかわらず老若男女たく

さんの人が集まり、玉入れやパンくい競争、綱引きな

ど、盛大に盛り上がりを見せるとともに、地域の絆を

再確認する機会となりました。

この賞は、多年監査事務に精励し、地方自治の発
展に貢献した人に贈られます。

この賞は、障害を前向きに捉え、克服し、生き生きと
した社会生活を送っている人に贈られるものです。
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ふるさと“しみず”はええとこやな～！

「第4回
しみずふるさとまつり」

エホンノセカイヘ シュッパツシマス

えほんdeわっしょい12

平成 29 年 11 月 19 日（日）、ふれあいの丘スポー

ツパークで「第 4 回　しみずふるさとまつり」を開

催しました。清水地域にちなんだ参加型イベントを多

く盛り込み、当日はたくさんの人でにぎわいました。

司会とライブパフォーマンスをしてくれたのは、

TBS 美男コンテストでグランプリの受賞経験がある、

タレントの西村右さん。「しみず温泉阿
あ

氐
て

河
がわ

太鼓」の

演奏に合わせて、清水温泉音頭も歌ってくれました。

「新米運び力自慢」「STWC 綱引き大会」では、声援

が響く中、汗を流しながら楽しむ参加者の姿が見られま

した。

「山椒料理コンテスト」では、4 品の山椒料理が並

びました。優勝した“山椒カレーパン”のレシピは町

ホームページで紹介していますので、ご覧ください。

平成 29 年 11月11日（土）・12日（日）の 2日間にわたって「え

ほん de わっしょい 12」を開催し、絵本作家の先生方による

トークショーや読み聞かせ、サイン会などを行いました。

初日には有田鉄道旧御霊駅でライブペイントを実施。絵本

のキャラクターが描かれた駅舎は、いつでもごらんいただけ

ます。（＝中央写真）

２日目には「えほんマルシェ」（主管：一般社団法人絵本ま

ちづくり協会）も同時開催され、パンなどの飲食物や雑貨の販

売など、和歌山県内の店を中心に 23 店舗の出店がありました。

初日夜には、「第７回有田川町絵本コンクール」の受賞式も

実施。応募総数 174 点の中から選ばれた、6 作品の作家方を

招きました。（＝下写真）受賞作品は、ちいさな駅美術館（JR

藤並駅２階）で１月から順次、原画展を開催します。原画展の

スケジュールについては、広報ありだがわ「図書館だより」の

ページをご確認ください。

第 7回　有田川町絵本コンクール受賞者
最優秀賞	『ぬかどこさま』間中ムーチョさん（兵庫県）
優秀賞・tuperatupera 賞
	 『ゆっくりゆっくり』青柳もとひろさん（千葉県）
優秀賞	 『じごくのさんりんしゃ』麻生遥さん（沖縄県）
佳作・有田川賞
	 『トンネルやまさん』都井佳彦さん（大阪府）
佳作	 『ぐるぐるじゅうにし』飯島有さん（東京都）
佳作	 『たコンセント』若杉幸花さん（三重県）



見本

今回の
入場券の色は
灰色です！

〒６４３‐００００

有田川町○○○○　○○‐○

有田　川太郎　様
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投
票
日

●
日
時
／
1
月
28
日（
日
）
7
時
～

●
場
所
／
各
地
区
の
投
票
所

※
投
票
終
了
時
刻
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
投
票
所
入
場
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

次
の
2
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

・
平
成
12
年
1
月
29
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民

で
、
投
票
日
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
あ
る
、
欠

格
事
項
（
公
民
権
停
止
な
ど
）
に
該
当
し
な
い
人

・
平
成
29
年
10
月
22
日
以
前
か
ら
、
引
き
続
い
て

有
田
川
町
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
平
成
29
年
10
月
23
日
以
降
に
転
入
の
届
け
出
を

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
で
投
票
で
き
な
い
見
込
み
の
人
は
、
期
日
前

投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
1
月
24
日（
水
）
～
1
月
27
日（
土
）
の

う
ち
、
8
時
30
分
～
20
時

●
場
所
／
吉
備
庁
舎
・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
・

清
水
行
政
局

ま
た
次
の
日
時
・
場
所
で
も
期
日
前
投
票
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
1
月
24
日（
水
）
8
時
30
分
～
17
時

　

安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
1
月
26
日（
金
）
8
時
30
分
～
17
時

　

城
山
出
張
所

一般選挙有田川町長・町議会議
員

▲ 皆さまのお手元に届きます！投票所入場券
有権者の皆さまに 1 月 19 日（金）ごろから「投票所入場券」を送付

します。これは選挙権の有無の確認を円滑に行うためのものです。
もし入場券が届かなかったり紛失したりしたときでも、選挙権があ

る人は投票ができます。遠慮なく選挙管理委員会にお申し出ください。



9 広報ありだがわ　2018.1

▼　投票所一覧
投票区 建物の名称 所在地 対象の地区
1 有田川町役場吉備庁舎 下津野 2018-4 天満・土生・高瀬・植野・奥
2 こども総合センター 下津野 245 北筋・出・尾中・角
3 水尻公民館 水尻 492 水尻・明王寺・熊井・熊井なぎの里
4 吉備浄化センター 下津野 688 一ツ松・小島・野田・長田・上中島
5 田殿小学校 井口 47-1 田口・大谷・井口・賢・船坂・長谷
6 田角公民館 田角 356 大賀畑・田角
7 秋葉公民館 徳田 1466 上徳田・下徳田・秋葉・奥徳田・垣倉の一部・庄の一部・吉見
8 御霊小学校体育館 庄 35 庄一・庄二・畑浦・垣倉・東丹生図・西丹生図
9 金屋文化保健センター 金屋７ 中野・市場・中井原・金屋・長谷川・丹生・糸野 
10 小川小学校 小川 610 伏羊・小川・吉田・有原・青田 
11 石垣公民館 吉原 1421-1 吉原・歓喜寺・糸川・松原
12 修理川地区集会所 修理川 685 修理川
13 宇井苔へき地集会所 宇井苔 216-1 宇井苔
14 西ケ峯地区コミュニティセンター 西ケ峯 504-1 西ケ峯上・西ケ峯下・中・中峯・本堂・沼田・彦ケ瀬・瀬井・畦田
15 旧早月小学校 尾上 13-1 延坂・西薗・尾上・小原・生石
16 下六川地区集会所 下六川 187-6 下六川・黒松・上六川・西・釜中
17 岩倉公民館 川口 1001-1 岩野河・川口・谷・立石
18 粟生住民センター 粟生 446-2 粟生
19 五郷地区生活改善センター 川合 247 中原・川合・二澤・北野川
20 城山西小学校 二川 361 三瀬川・東大谷・二川・日物川
21 境川コミュニティセンター 境川 313 境川
22 楠本区民センター 楠本 149-2 楠本
23 沼区民センター 沼 1415 沼・遠井
24 宮川地区集会所 宮川 647 宮川・大蔵
25 清水保健センター 清水 401-1 清水・三田
26 下湯川ふるさと村施設 下湯川 742-1 下湯川
27 清水公民館上湯川分館 上湯川 426-1 上湯川
28 久野原コミュニティセンター 久野原 1058-5 久野原
29 安諦地区基幹集落センター 板尾 219-3 井谷・室川・板尾・杉野原・押手
30 沼谷区集会所 沼谷 274 沼谷

不
在
者
投
票

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
施

設
（
指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
に
入

院
・
入
所
中
の
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
長
期
出
張
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
出
か

け
て
い
る
場
合
、
滞
在
地
の
市
区
町
村
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
行
う
に
は
、
有
田
川
町
選
挙
管

理
委
員
会
あ
て
に
、
投
票
用
紙
の
請
求
が
必
要
で

す
。
お
早
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
施
設
や
当
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
う
ち
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
で
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
有
田
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

1 月 28 日（日）は
投票へ！
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健康みちしるべ

体
内
時
計
は
働
い
て
い
ま
す
か
？

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

心
機
一
転
、
迎
え
た

新
年
。
な
か
な
か
、
頭

と
体
と
心
が
切
り
替
わ

ら
ず
、
苦
労
し
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、

年
末
年
始
の
間
、
食
事
や
睡
眠
な
ど
普
段

と
異
な
る
生
活
リ
ズ
ム
で
過
ご
し
た
こ
と
に

よ
り
、
体
内
時
計
が
乱
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

た
め
で
す
。

「
体
内
時
計
」
の
働
き

体
温
や
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
な
ど
の
体
内
環

境
が
ほ
ぼ
1
日
の
周
期
で
変
化
す
る
の
は
、

体
内
時
計
が
機
能
し
て
い
る
か
ら
。
ま
た
、

朝
目
覚
め
て
昼
活
動
し
、夜
眠
く
な
る
の
も
、

体
内
時
計
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

不
規
則
な
生
活
を
続
け
て
い
る
と
、
体
内

時
計
が
乱
れ
て
、朝
起
き
に
く
く
な
っ
た
り
、

夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
、
日
中
ぐ
っ
た
り
し

た
り
し
て
し
ま
う
状
態
に
な
り
ま
す
。

年
末
年
始
は

体
内
時
計
が
乱
れ
や
す
い
？

普
段
の
週
末
な
ら
、
体
内
時
計
の
乱
れ

は
比
較
的
簡
単
に
戻
せ
ま
す
が
、
長
い
休

計
の
乱
れ
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

●
朝

・
前
日
の
就
寝
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

じ
時
間
に
起
き
る

・
起
き
た
ら
す
ぐ
に
日
光
を
浴
び
る

・
朝
食
は
、
起
床
後
1
時
間
以
内
に

●
昼

・
昼
寝
は
、
15
時
ま
で
に
15
分
程
度

・
テ
キ
パ
キ
動
い
て
、
た
く
さ
ん
歩
く

●
夜

・
就
寝
予
定
時
刻
の
1
～
2
時
間
前
に
ぬ

る
め
の
お
湯
（
38
～
40
度
）
に
つ
か
る

・
部
屋
を
真
っ
暗
に
し
て
寝
る

・
お
酒
は
控
え
め
に
、
寝
酒
は
や
め
る

健
康
の
こ
と
を

聞
き
た
い
と
き
に
は

保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
こ
と

な
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
／
毎
月
第
1
水
曜
日
（
祝
祭
日
・

年
末
年
始
は
休
み
）

●
実
施
時
間
／
9
時
～
11
時

●
実
施
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

み
の
間
に
乱
れ
た
体
内
時
計
は
、
な
か
な

か
元
に
戻
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、年
末
年
始
は
、

体
内
時
計
を
乱
す
要
因
が
一
度
に
重
な
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
、
年
末
年
始
の
生
活
を
振
り
返
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。1
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
ら
、

体
内
時
計
が
乱
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
生
活
チ
ェ
ッ
ク

□
普
段
よ
り
2
時
間
以
上
、
遅
く
ま
で
寝

て
い
た

□
毎
朝
同
じ
時
間
に
起
き
な
か
っ
た

□
寝
る
直
前
ま
で
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を

見
て
い
た

□
1
日
3
食
規
則
正
し
く
食
事
を
し
な

か
っ
た

□
夜
遅
い
時
間
ま
で
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り

し
て
い
た

□
ほ
と
ん
ど
運
動
を
し
な
か
っ
た

□
日
光
を
あ
ま
り
浴
び
な
か
っ
た

体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
！

体
内
時
計
の
乱
れ
は
、
放
っ
て
お
く
と
、

仕
事
や
家
事
の
効
率
が
上
が
ら
な
い
だ
け
で

な
く
深
刻
な
不
眠
や
心
身
の
不
調
、
肥
満
に

繋
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
体
内
時

「おやこリトミック＆ミニコンサート」
●日　時／ 2月 5日（月）10:00 ～ 11:00
●場　所／子育て支援センター
●講　師／日本子ども教育センター認定リ

トミック講師　大橋なつみさん
●対　象／親子
	 （子どもは 6カ月～就学前程度）
●定　員／ 15組
●参加費／無料
※事前に子育て支援センターへの申し込み
が必要

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 9:30～ 11:30
13:30～ 16:30

子育て相談・ほっとルーム
＆お外遊び 火曜日〜木曜日 9:00～ 11:00

13:30～ 16:30

あそびのひろば
◆第１・３金曜日…０～１歳半	 10:00～11:30（9:30受付開始）◆第２・４金曜日…１歳半～就学前	 14:00～15:00（13:30受付開始）◆第５金曜日…お休み	

「たまてばこ」さんの
絵本の読み聞かせ

奇数月の第1金曜日（午前中）…0〜1歳半
偶数月の第2金曜日（午前中）…1歳半〜就学前

にこにこひろば
◆第4水曜日（1月24日）10:00～11:00（9:30受付開始）
◆対象…1歳半～　◆場所…金屋文化保健センター
◆内容…楽しい親子の食育教室

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎090−7966−1697・52−5474［FAX兼用］

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て支援センターだより
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

平成 30 年 1 月 14 日（日）
8:00～ 9:00	 きびドーム
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

平成 30 年 2 月 18 日（日）
8:00～ 9:00	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

2 月 7 日（水）金屋文化保健センター
※1月の健康相談はお休みです

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

1 月 4 日（木）	 金屋文化保健センター

1 月 11 日（木）	 金屋文化保健センター

1 月 15 日（月）	 清水保健センター

1 月 18 日（木）	 金屋文化保健センター

1 月 25 日（木）	 金屋文化保健センター

2 月 1 日（木）	 金屋文化保健センター

2 月 5 日（月）	 清水保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 ［平成 29年 9月生まれ］

1月23日（火）13:00～ 13:15

10 カ月児健診	 ［平成 29年 2月生まれ］

1月 9日（火）12:30～ 12:45

1 歳 6 カ月児健診	［平成 28年 5月生まれ］

1月17日（水）12:45～ 13:00

2 歳児健診	 ［平成 27年 10月生まれ］

1月24日（水）12:45～ 13:00

3 歳 6 カ月児健診	［平成 26年 6月生まれ］

1月10日（水）12:45～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

1月 15日（月）・2月5日（月）

■場所／清水保健センター

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間
9:00～11:00

実施時間
9:00 ～
11:00

健診を受けたあとは、結果を
元に生活習慣を見直しましょ
う。
健康相談では、保健師や栄養
士が健康・食事などの相談に
のります！

集団検診は
事前に申し込みが必要です！
お申し込みは金屋庁舎健康推進課
または清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・医療保険の種類によっ
て受診できる内容が異なります。

実施時間

9:00～
11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成29年11月）

加入者数 8,329人

支払額 3億 5,529万円

1 人当たりの医療費
4万 2,657円

（前年同月　4万 2,710円）

28 年度 1 人当たりの医療費（月） 4万 2,554円

28 年度 1 人当たりの医療費（年） 51万 649円

医療費は年々増えています。医療費が増えると、
自己負担額や国保税の増加につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。

＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう
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高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、金屋と清水

の 2 カ所で、介護予防などの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎ 32‐5102
　　（清水行政局）　☎ 25‐1269

① 笑ってしゃべってレクリエーション

③ 体を動かすことで脳トレにもなる

④ しっかりかんで丈夫な体づくり

② お医者さんから聞く
　 「元気で長生きできるコツ」

⑤ 認知症を考える
　 （認知症当事者とその家族の想い）

⑥ 体験しよう！
　 （シニアエクササイズ・いきいき百歳体操）

⑦ いきいきサポーター養成講座

お手玉や棒を使って簡単に誰でも参加できるレクリエーショ
ン。「笑う」ことの効果は絶大でした！

作業療法士の先生に、体の動かし方を実践しながら教えても
らいました。脳トレにもなります！

地元の身近な先生から聞くお話に、参加者の皆さまは熱心に
聞き入っていました。中には何度もうなずく人の姿も。

認知症当事者とそのご家族からお話を伺いました。小川小学
校の生徒さんの発表も。

いこら塾・境川区・中井原区・押手区の教室で行われている
体操を実際に体験しました。

認知症サポーターの養成講座や、有田川町の介護予防グルー
プの DVD を見て、新たな 11 人のいきいきサポーターが誕生！

うがいは歯を合わせて“ブクブク”し、口の中の水を回すよう
にすると効果抜群。

有田川町ではこれからもさまざまな介護予防についての情報を提供していきます。
体と心の健康づくりを一緒にしていきましょう。地域包括支援センターは介護予防の応援団です。

今年も生き生き！
元気な 1 年を過ごしましょう！

今年度、これまでに実施した
介護予防講座の様子をご紹介します。
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文
化
財
防
火
デ
ー

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
法
隆
寺
の
金
堂

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
か
ら
、
文
化
財
愛
護

思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
1
月
26
日

を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
全
国
的

に
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
、
消
防
署
・
消
防
団
合

同
の
消
防
訓
練
を
、
吉
備
地
区
と
清
水
地

区
で
1
月
21
日（
日
）
に
実
施
予
定
で
す
。

文
化
財
は
地
域
の
歴
史
あ
る
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
す
。
み
ん
な
で
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練

11
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）
に
大

阪
市
と
堺
市
で
「
緊
急
消
防
援
助
隊
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
平
成
8
年
度
か
ら
全

国
を
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し
、
東
日
本

大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
を
想

定
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
・
海
上

保
安
庁
な
ど
、
全
国
で
約
4
，5
0
0

人
以
上
が
参
加
。和
歌
山
県
隊
と
し
て
、

有
田
川
町
消
防
本
部
か
ら
も
消
火
隊
5

人
の
隊
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

電
気
火
災
に

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
！

冬
に
な
る
と
、
電
力
を
た
く
さ
ん
消

費
す
る
電
気
製
品
を
使
用
す
る
機
会
が

増
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
製
品
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活
が
豊
か
に

な
っ
た
反
面
、
使
用
方
法
に
よ
り
火
災

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

電
気
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
使
用
す
る
前
に

電
気
製
品
の
取

り
扱
い
説
明
書

を
よ
く
読
む

・
電
熱
器
な
ど
の

周
囲
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

・
よ
く
使
う
コ
ン

セ
ン
ト
や
プ
ラ

グ
、
電
気
コ
ー

ド
な
ど
も
こ
ま

め
に
清
掃
、
点
検
す
る

管
理
に
は
十
分
に
注
意
し
て
、
火
災

の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
11
件

救　
　

急
…
…
…
1
1
9
8
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
26
件

（
平
成
29
年
11
月
30
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

取り付けていますか？
住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

文化財防火デー
消防署・消防団合同訓練

吉備地区
●日時／ 1 月 21 日（日）
　13 時～ 14 時　※小雨決行
●場所／御霊神社（庄 32 番地）
●実施機関／吉備金屋消防署・有田川町消防

団吉備支団（第 2・3 分団）

清水地区
●日時／ 1 月 21 日（日）
　9 時～ 10 時　※小雨決行
●場所／雨 錫

じゃく

寺（杉野原 976 番地）
●実施機関／清水消防署・有田川町消防団清

水支団（第 7 分団）
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

有
田
川
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
v
o
l
.2

開
催
し
ま
す
！

町
で
は
国
民
運
動
「
C
O
O
L　

C
H
O
I
C
E
（
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）」

の
主
旨
に
賛
同
し
、
昨
年
度
に
続
い
て
今

年
も
「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
常
の
〝
エ
コ
〟
な
工
夫
が
、
家
庭
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
を
変
え
る
推
進
力
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
切
り
ネ
ッ
ト
の

配
布
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
！

●
日
時
／
1
月
21
日（
日
）
10
時
～
12
時

●
会
場
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

小
ホ
ー
ル

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の

国
民
運
動

「
C
O
O
L
　
C
H
O
I
C
E
」

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）、
多
く
の

国
が
参
加
す
る
形
で
、
2
0
2
0
年
以

降
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
取
り

組
み
「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
際
、
世
界
共
通
の
目
標
に
、
世
界

の
平
均
気
温
上
昇

を
2
度
以
内
に
抑

え
る
こ
と
を
掲
げ

ま
し
た
。
さ
ら
に

努
力
目
標
と
し
て

平
均
気
温
上
昇
を

1
．5
度
未
満
に

抑
え
る
こ
と
、
今

世
紀
後
半
に
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
が
打
ち

出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
目
標
と
し
て
、
2
0
4
0

年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
26
％
削
減

（
2
0
1
3
年
度
比
）
す
る
こ
と
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

C
O
O
L　

C
H
O
I
C
E
は
こ
の
目

標
達
成
の
た
め
に
、
省
エ
ネ
・
低
炭
素
型

の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
行
動
な
ど
、
温
暖

化
対
策
に
役
立
ち
な
が
ら
快
適
な
暮
ら
し

に
も
つ
な
が
る
〝
賢
い
選
択
〟
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

不
法
投
棄
の
監
視
強
化

町
は
県
と
連
携
し
て
、
不
法
投
棄
の
監

視
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

昨
年
も
不
法
投
棄
対
策
と
し
て
、
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
や
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
を
行
い
、一
定
の
効
果
を
得
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
不
法
投
棄
は
な
く
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
も
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

監
視
カ
メ
ラ
で
得
た
情
報
は
、
不
法
投

棄
の
抑
止
や
発
見
し
た
場
合
の
指
導
な
ど

の
再
発
防
止
、
警
察
へ
の
情
報
提
供
に
使

用
し
ま
す
。

今
後
も
監
視
体
制
の
強
化
、
県
や
警
察

な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
不

法
投
棄
の
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。不

法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
注
意
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
監
視
し
、
不
法
投
棄
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（左写真）不法投棄現場　（右写真）監視カメラが捕らえた不法投棄の様子

河川敷に不法投棄された腐敗した果実



こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

東京大学連携事業『CoREF（コレフ）』

あけまして
　おめでとう
　　ございます

ほんねんも
 よろしく
  おねがいします
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御霊小学校

エキスパート活動

御霊小学校

ジグソー活動②

御霊小学校

ジグソー活動①

金屋中学校

クロストーク

町教育委員会では、新しい学びを求め、東京大学と連携しながら本事業を進めています。
課題に対して、まずは自分で向き合う→専門家となる(エキスパート活動 )→ 3人組での話し合

い活動(ジグソー活動 )→全体での意見交流 (クロストーク)→再び課題に向か合い、個人の振り
返り活動を行う。この一連の流れの中で自分なりの答えを作り上げていきます。

他の専門家になったメンバーから、資料
について説明を聞き、自分が担当した資料
との繋がりを考え、理解を深めます。より
理解が深まったところで、お互いの考えを
組み合わせ、グループで答えを作ります。

3つのグループを作り、グループ毎に違う
資料を読み、内容について話し合いながら理
解を深めます。子ども達一人一人がそれぞれ
の資料の専門家になります。

答えが出たら、その根拠も合わせて発表
します。他のグループの意見に耳を傾けて、
自分たちの考えや説明の違いを見つけます。
その違いをもとに、自分なりのまとめを行
い、より深い学びにしていきます。

違う資料を読んだ3人組で新たなグルー
プを作り、自分の考えが他の人に伝わるよう
説明を行います。写真は、『跳び箱のきれい
な跳び方』について話し合っています。



図書館
だより
問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センターALEC（アレック） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788
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1 月のイベント
■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 1 月 9 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／本物体験で育つもの
対象／ 4 カ月児～ 2 歳児
申し込み／不要

■おはなしマラソン
日時／ 1 月 13 日（土）10:30 ～ 11:00 頃
場所／金屋図書館
申し込み／不要

■ブックラザ
日時／ 1 月 25 日（木）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
内容／「鬼はそと！豆入れコップ作っちゃお☆」
対象／ 2 歳児～未就園児　※先着 20 組
申し込み／不要

■井戸端会議
日時／毎週水曜日 10:30 ～ 12:00
※ 1/3 は休館に伴いお休み
場所／ちいさな駅美術館
申し込み／不要

ちいさな駅美術館
～Ponte del Sogno ～

有田川町絵本コンクール 2017
受賞者原画展
1/4（木）～1/14（日）

「ぐるぐるじゅうにし」　飯島　有
「トンネルやまさん」　都井　佳彦
「たコンセント」　　　若杉　幸花

1/16（火）～1/27（土）
「じごくのさんりんしゃ」麻生　遥

1/28（日）〜2/9（金）
「ゆっくりゆっくり」 青柳もとひろ
※1/9（火）・1/22（月）・1/29（月）は休館日
※1/11（木）は蔵書点検のため臨時休館

一　般　書
◎小説
踊る星座………………………………………青山七恵 // 著
百貨の魔法……………………………………村山早紀 // 著
エッグマン　EGG MAN… …………………辻　仁成 // 著
武者始め………………………………………宮本昌孝 // 著
エクスプロード　EXPLODE…………………結城充考 // 著
白霧学舎探偵小説倶楽部……………………岡田秀文 // 著
鶏小説集………………………………………坂木　司 // 著
僕はロボットごしの君に恋をする…………山田悠介 // 著
たゆたえども沈まず…………………………原田マハ // 著
オペレーション Z………………………………真山　仁 // 著
花歌は、うたう………………………………小路幸也 // 著
西郷どん！　前・後編………………………林真理子 // 著
ナックルな三人…………………………… ねじめ正一 // 著
◎健康

「ぜんそく」のことがよくわかる本… …… 松瀬厚人 // 監修
図解食卓の薬効辞典…………………………池上文雄 // 著
残念和食にもワケがある……………………岩村暢子 // 著
◎趣味
ゼロから分かる！ 5000 円からの骨董入門…… 尾久彰三 // 監修
よくわかるストールの巻き方使い方…… 石田純子 // 監修
ムリなくはじめられる楽しいランニング…鈴木清和 // 著

児　童　書
◎絵本
おならまんざい…………………………… 長谷川義史 // 作
おててかいじゅうつみきのまちへ… 真珠まりこ // 作・絵
こねてのばして…………………… ヨシタケシンスケ // 作

新着図書案内

1 月の移動図書館

本のリサイクル市

1/10 ㈬	 安諦小学校	 13:20～13:30
	 久野原小学校	 14:15～14:30
	 しみず園	 15:30～16:00
1/11 ㈭	 鳥屋城小学校	 13:00～13:30
1/12 ㈮	 八幡小学校	 13:00〜13:45
1/17 ㈬	 こころの医療センター	 14:10～14:30
1/19 ㈮	 石垣小学校	 13:00～13:30
	 西ケ峯小学校	 15:25～15:45

●日程／ 1 月 5 日（金）～ 1 月 8 日（月・祝）
●時間／ 10 時～ 16 時
●場所／地域交流センター ALEC
●問い合わせ／地域交流センター ALEC

有田川ライブラリーでの除籍本（廃棄する本）を販
売します。

有田川 Liberary 全館（上記 4 カ所）は 12 月 28 日㈭～平成
30 年 1 月 3 日㈬の期間、休館となります。ご了承ください。

絵本コンクール2017絵本コンクール2017

受賞者原画展受賞者原画展

Ponte del SognoPonte del Sogno

ちいさな駅美術館ちいさな駅美術館JR 藤並駅 2FJR 藤並駅 2F

最
優
秀
賞
　　ぬ
か
ど
こ
さ
ま

最
優
秀
賞
　　ぬ
か
ど
こ
さ
ま

トンネルやまさん
都井　佳彦

有田川賞同時受賞

tupera tupera 賞同時受賞

たコンセント
若杉　幸花

ぐるぐる じゅうにし
イイジマ　アリ

じごくのさんりんしゃ
麻生　遥

ゆっくり　ゆっくり
青柳　もとひろ

ぬかどこさま
間中　ムーチョ

佳

　
　作

１月4日（木）～14日（日）

２０１８年２０１８年１月4日（木）～2月25日（日）１月4日（木）～2月25日（日）

１月16日（火）～27日（土）

優
秀
賞

最
優
秀
賞

（1/9（火）休館日・1/11（木）蔵書点検の為、臨時休館日）

（1/22（月）休館日）
1月28日（日）～２月9日（金）
（１/２９（月）・2/5（月）休館日）

2月10日（土）～25日（日）
（2/13（火）休館日・2/15 蔵書点検の為臨時休館日・2/19（月）休館日）

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

開館時間：   平日 10：00 ～ 19：00  土日祝 10：00 ～ 17：00
                 ( 各原画展、最終日 15：00 まで )　　　　　　　　　
開館時間：   平日 10：00 ～ 19：00  土日祝 10：00 ～ 17：00
                 ( 各原画展、最終日 15：00 まで )　　　　　　　　　

水道課 吉備会館

ALEC
交
番

鳥尾川

阪
和
自
動
車
道

有田川

マンション

↓

↓

↓

↓

⇔

ＡＬＥＣ看板

ＡＬＥＣ看板
小さな駅美術館
Ｐｏｎｔｅ　ｄｅｌ　Ｓｏｇｎｏ
（藤並駅2Ｆ）

有田南
ＩＣ

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ、駅構内。　

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○1時間無料の駅駐車場をご利用ください。

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ、駅構内。　

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○1時間無料の駅駐車場をご利用ください。

お申込み・お問合せ

入場無料
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日休館）
臨時休館
1 月 11 日（木）2 月15 日（木）　　　　　　　　　

休館日：月曜日（祝日の場合は翌日休館）
臨時休館
1 月 11 日（木）2 月15 日（木）　　　　　　　　　
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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
中
は
、
人
権
機
関
有
田
川
の
啓
発

活
動
に
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

憲
法
は
、
自
由
と
平
等
を
、
何
人
も
犯
す

こ
と
の
で
き
な
い
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た

永
久
の
権
利
と
し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
刑
法
や
道
路
交
通
法
な
ど
の

一
般
的
な
「
法
律
」
は
、
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め

に
守
る
べ
き
ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
は
、
国

民
に
縛
り
を
か
け
る
も
の
で
す
が
、
憲
法

は
そ
れ
と
は
逆
に
、
国
家
権
力
が
国
民
の

人
権
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
、
権
力
に
対

し
て
縛
り
を
か
け
て
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
で
は
、
全
て
に
優
先

し
て
個
人
の
基
本
的
人
権
を
保
障
し
た
日

本
国
憲
法
の
理
念
の
も
と
、「
幸
福
な
生

活
の
営
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
少
し
で
も

寄
与
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
や
、
虐
待
に
よ
り

死
亡
に
至
る
事
案
が
多
く
報
道
さ
れ
て
い

る
中
、「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
人

権
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆

さ
ま
よ
り
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

有
田
中
央
高
校
で

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た

平
成
29
年

11
月
14
日

（
火
）、
有
田

中
央
高
校
で

登
校
時
の
生

徒
を
対
象
に
、

啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
県

職
員
、
人
権

機
関
有
田
川
委
員
に
加
え
、
有
田
中
央
高

校
の
生
徒
会
役
員
や
先
生
方
な
ど
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
協
力
の
下
、
啓
発
グ
ッ
ズ
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
み
ん
な
で
つ
な
が
る　

―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
―
」
を
配
布

し
、人
権
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
所

1
月
18
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
～
16
時

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
思
い
や
り　

命
を
守
る　

第
一
歩
」

「
気
づ
こ
う　

言
葉
の
重
さ　

命
の
大
切

さ
」「
感
じ
よ
う　

今
を
生
き
て
る　

こ

の
命
」
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て
、
言
葉
の
重
さ
や

思
い
や
る
心
、
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
み
ん
な
の
命
を　

み
ん
な
で
守
る　

人
権
尊
重
の
町
『
有
田
川
』」、
本
当
に
実

現
し
た
い
で
す
ね
。

人
権
学
習
と
い
う
も
の
は
、
勉
強
し
た

と
か
分
か
っ
た
と
か
い
う
も
の
で
は
な

く
、
映
画
会
や
講
演
会
、
研
修
会
な
ど
の

機
会
を
通
し
て
、
人
権
問
題
に
触
れ
、
回

数
を
重
ね
な
が
ら
人
権
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
で
は
、
今
後
も
研
修
会

や
講
演
会
、
映
画
会
な
ど
を
開
催
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
会
長　

水
野 
哲
男

「
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ
」
に

参
加
し
て

平
成
29
年
11
月
11
日
（
土
）、
私
た
ち

の
身
の
回
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に

関
わ
る
問
題
を
、
自
分
自
身
の
課
題
と
し

て
と
ら
え
、
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
「
ふ
れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
7
」
が
和
歌
山
市
ビ
ッ
ク
ホ
エ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

屋
内
ア
リ
ー
ナ
や
特
設
会
場
な
ど
に

た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
調
査
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
テ
ン
ト
で
は
、

N
P
O
法
人
な
ど
各
種
団
体
の
物
品
販

売
、模
擬
店
な
ど
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
和
太
鼓
演

奏
や
表
彰
式
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
催
し
物
の
な
か
で
、「
大
塔
あ
す
な
ろ
会
」

の
楽
器
演
奏
や
歌
に
感
動
し
ま
し
た
。
大

塔
あ
す
な
ろ
会
は
「
知
的
障
害
者
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
家
庭

的
な
場
所
を
提
供
し
、
日
常
生
活
で
の
生

き
が
い
や
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
援
助
を
行

う
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団

体
だ
そ
う
で
す
。
今
年
は
、懐
か
し
い
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
を
演
奏
い
た
だ

き
、
一
時
的
に
青
春
時
代
に
戻
っ
た
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
和
歌
山
県

出
身
歌
手
で
あ
る
坂
本
冬
美
さ
ん
の
「
し

あ
わ
せ
ハ
ッ
ピ
ー
」
を
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
人
権
フ
ェ
ス
タ
に
何
度
か
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
毎
回

い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
い
、
大
変
勉
強

に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
来
場
者
の
皆
さ

ま
も
、
障
害
に
つ
い
て
向
き
合
い
、
人
を

思
い
や
る
こ
と
や
、
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川　

小
池 

実

人
権
だ
よ
り
　
145

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

人
と
人
と
の

絆
を
大
切
に
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 29 年 11 月 30 日現在）

人口 26,923 人

男 12,666 人

女 14,257 人

10,568 世帯

交通事故発生件数
（11月中、物損含む）

有田川町 39 件
死者 1 人　負傷 5 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
1
月
25
日（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

13
時
～
16
時

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

「
相
続
登
記
・
遺
言
」な
ど
に
関
す
る

講
演
会
・
無
料
相
談
会

相
続
登
記
が
お
済
み
で
な
い
人
や
遺
言

を
お
考
え
の
人
、
成
年
後
見
制
度
や
法
定

相
続
情
報
証
明
制
度
の
ご
利
用
を
考
え
て

い
る
人
向
け
に
講
演
会
・
無
料
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
当
日

先
着
50
人
限
定
で
す
。

●
日
時
／
2
月
17
日
（
土
）
10
時
～
12
時

（
9
時
30
分
開
場
）

●
場
所
／
き
び
ド
ー
ム　

多
目
的
研
修
室

●
講
演
会
内
容
／
①
相
続
登
記
・
遺
言
に

つ
い
て
（
司
法
書
士
）
②
法
定
相
続
情

報
証
明
制
度
に
つ
い
て（
法
務
局
職
員
）

③
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
（
司
法
書

士
）

●
無
料
相
談
会
／
講
演
会
終
了
後
、
司
法

書
士
な
ど
が
個
別
の
相
談
に
応
じ
ま
す

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
湯
浅
出
張
所

　

☎
６
２
‐
２
５
３
４

催 

し

◆
◆
◆

人
権
講
演
会

蓮
池
　
薫 

氏
「
夢
と
絆
」

●
日
時
／
2
月
10
日（
土
）
13
時
30
分
～

●
場
所
／
清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
蓮
池
薫
氏

●
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す

・
配
布
期
間
／
1
月
11
日（
木
）
～

※
な
く
な
り
次
第
終
了

・
配
布
場
所
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課
・

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
・
き
び
ド
ー

ム
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C
・

金
屋
図
書
館
・
清
水
図
書
室
・
各
出
張

所
問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

福 

祉

◆
◆
◆

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

特
別
弔
慰
金
と
は
、
国
が
戦
没
者
な
ど

の
遺
族
に
対
し
て
、
戦
後
70
周
年
の
節
目

と
と
ら
え
て
国
と
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す

た
め
、
支
給
し
て
い
る
も
の
で
す
。

●
請
求
期
限
／
4
月
2
日（
月
）
ま
で

●
支
給
対
象
者
／
平
成
27
年
4
月
1
日
に

お
い
て
、
戦
没
者
に
か
か
る
公
務
扶
助

料
・
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
1
人
に
支
給
。

【
支
給
順
位
】

1
．
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

2
．
戦
没
者
な
ど
の
子

3
．
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
。
た
だ
し
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に

お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い

る
人
、
遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組
を

し
て
い
る
人
は
除
く
。

4
．
前
述
3
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

5
．
前
述
1
か
ら
4
以
外
の
三
親
等
内
の

親
族
。
た
だ
し
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時

ま
で
に
引
き
続
き
1
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
の
み
。

※
特
別
弔
慰
金
の
支
給
対
象
遺
族
は
、
戦

没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
（
生
ま

れ
て
い
た
こ
と
）
が
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
子
に
つ
い
て
は
戦
没
者

な
ど
の
死
亡
当
時
の
胎
児
も
含
み
ま
す
。

●
支
給
内
容
／
額
面
25
万
、
5
年
償
還
の

記
名
国
債

●
請
求
手
続
き
の
窓
口
／
金
屋
庁
舎
や
す

ら
ぎ
福
祉
課
、
清
水
行
政
局
住
民
福
祉

室
※
す
で
に
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
第

10
回
特
別
弔
慰
金
を
請
求
さ
れ
て
い
る

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み
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障
害
者（
児
）補
助
金
制
度

有
田
川
町
に
は
次
の
よ
う
な
補
助
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

2
つ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要

で
す
。
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
や

す
ら
ぎ
福
祉
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
有
田
川
町
障
害
者
施
設
通
所
交
通
費
助

成
金
交
付
制
度

　
在
宅
の
障
害
者
が
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に
通

所
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
通
所
距
離
が
2
㎞
を
超
え
る

人
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
、
通

所
し
て
い
る
人

※
他
の
制
度
に
よ
り
、
交
通
費
の
補
助
を
受

け
て
い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
有
田
川
町
障
害
児
通
所
施
設
遠
距
離
通

所
補
助
金
交
付
制
度

　

有
田
川
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設
（
特

別
支
援
学
校
幼
稚
部
、
児
童
発
達
支
援
事

業
所
な
ど
）
に
通
う
児
童
の
保
護
者
の
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。

・
対
象
者
／
町
内
外
の
障
害
児
通
所
施
設

に
通
所
（
施
設
の
開
所
日
数
の
半
分
以

上
通
所
）し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
で
、

自
宅
か
ら
の
距
離
が
4
㎞
を
超
え
る
人

※
施
設
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
、
既
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
提
出
は
不
要
で
す
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

　
介
護
保
険

◆
◆
◆

介
護
保
険
に
関
す
る
税
控
除

介
護
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。
控
除
で
き
る
金
額
は
、
そ
の
年

に
実
際
に
支
払
っ
た
金
額
、
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
さ
れ
た
金

額
で
す
。

平
成
29
年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料
の

金
額
は
、
次
の
方
法
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人
／
公
的

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
（
1
月
ご
ろ
に

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
予
定
）

※
年
金
受
給
者
本
人
以
外
の
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
、
確
定
申
告
・
町
県
民
税

申
告
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
納
付
書
で
納
め
た
人
／
納
付
時
の
領
収
書

●
口
座
振
替
で
納
め
た
人
／
口
座
振
替
利

用
明
細
書
（
12
月
中
旬
に
長
寿
支
援
課

か
ら
送
付
済
み
）

問
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

税 

金

◆
◆
◆

家
屋
・
土
地
の
変
更
の
届
け
出
は

吉
備
庁
舎
税
務
課
ま
で

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

で
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
中
に
新
築
・
増
築
・
取
り
壊

し
の
あ
っ
た
家
屋
ま
た
は
田
畑
を
造
成
し

た
な
ど
、
用
途
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
に
つ

い
て
は
税
務
課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

償
却
資
産
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
経
営
し

て
い
る
人
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
構
築
物
、
機
械
、
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車

を
除
く
）
を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。
1

月
1
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償
却
資
産
に

つ
い
て
は
、
1
月
末
日
ま
で
に
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が
混
み
合
い

ま
す
。
早
め
に
（
1
月
中
旬
ご
ろ
を
目
安

に
）
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
さ
れ
た
方
も

申
告
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
！

太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
太
陽
光
発
電
設

備
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
）

を
設
置
し
た
時
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
と
な
り
、
償
却
資
産
（
固
定
資
産
）

と
し
て
町
へ
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
告
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

税
理
士
が
確
定
申
告
の
書
き
方
な
ど
の

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

な
お
、
各
会
場
と
も
「
土
地
・
建
物
・

株
式
等
を
売
却
さ
れ
た
所
得
」「
贈
与
税
」

に
関
す
る
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
相
談
が
必
要
な
場
合
は

湯
浅
税
務
署
ま
で
。

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

開設日

開設場所

2 月

開設時間6 7 8 9 10

火 水 木 金 土

湯浅納税協会　3 階　会議室 ● 9:30 ～ 15:00

有田市民会館　1 階　第 1・2 会議室 ● ● 9:30 ～ 16:00

有田川町役場　吉備庁舎　3 階　中会議室 ●
9:30 ～ 15:00

有田川町役場　清水行政局　2 階　大会議室 ●

・いずれの会場も 12 時～ 13 時の相談は受け付けていません。なお、申告会場の混
雑状況によっては、早めに受け付け終了となる場合があります。

・ご来場の際には、申告書の作成に必要な書類と筆記用具、印鑑などをお持ちくださ
い。申告書の作成には、前年分の控え、源泉徴収票（給与・年金収入のある者）、
所得控除に係る各種証明書などが必要です。
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確
定
申
告
期
限

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
・
納
期
限
／
3
月
15
日（
木
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
申
告・納
期
限
／
4
月
2
日（
月
）

●
贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
15
日

（
木
）

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納
税
に
は
、「
振
替
納
税
」
が
便
利
で

確
実
で
す
。

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
振

替
日
／
4
月
20
日（
金
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
振
替
日
／
4
月
25
日（
水
）

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

　
国
民
年
金

◆
◆
◆

20
歳
に
な
る
あ
な
た
に

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
全
て
の
人
が
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

20
歳
に
な
れ
ば
、
一
部
の
人
（
※
）
を

除
き
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
は
、
住
民
票
を
置
い
て

い
る
市
町
村
役
場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
毎

月
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
収
入
が
な
く
、
今
す
ぐ
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、納
付
免
除
・

猶
予
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

（
※
）厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組
合

加
入
者
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
人

問
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
和
歌
山
西
年
金
事

務
所

　

☎
0
7
3
‐
4
4
7
‐
1
6
8
8

募 
集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら

各
種
自
衛
官
採
用
試
験

●
募
集
種
目
／
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

●
受
付
期
間
／
各
受
験
日
前
日
ま
で

●
試
験
日
／
1
月
13
日
（
土
）、
2
月
24

日
（
土
）
8
時
～
17
時

●
受
験
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
者

問
防
衛
省
・
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力

本
部　

有
田
募
集
案
内
所　

☎
８
２
‐

8
8
3
1
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

わ
た
し
の
美
し
の
森

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
各
地
の
森
林
で
撮
影
さ
れ
た
森
林
景
観
の

美
し
さ
、
生
命
の
す
ば
ら
し
さ
、
体
験
に
よ
る
感
動

な
ど
、
森
の
魅
力
を
伝
え
る
写
真
を
表
彰
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
2
月
13
日（
火
）
ま
で

●
募
集
部
門
／
景
観
部
門
・
生
命
部
門
・

体
験
部
門

●
応
募
資
格
・
方
法
／
プ
リ
ン
ト
で
の
応
募

の
み
と
な
り
ま
す
（
サ
イ
ズ
規
定
あ
り
）。
郵

便
も
し
く
は
宅
配
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■申
問
林
野
庁

　
「
わ
た
し
の
美
し
の
森 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

　
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
1
‐
2
‐
1
）

　

☎
０
３
‐
6
7
4
4
‐
2
3
2
3

献 

血

◆
◆
◆

1
月
の
献
血

●
1
月
23
日（
火
）

・
和
歌
山
ア
イ
コ
ム（
株
）	

10
時
～
12
時

	
	

13
時
～
14
時
30
分

・
J
A
あ
り
だ
金
屋
支
所

	
	

15
時
30
分
～
16
時
30
分

●
1
月
24
日（
水
）

・
役
場
吉
備
庁
舎	

10
時
～
12
時
30
分

・
Ｊ
Ａ
あ
り
だ
本
所	

14
時
～
16
時
30
分

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み
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案 

内

◆
◆
◆

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
実
施

●
期
間
／
1
月
20
日（
土
）
～
2
月
8
日

（
木
）
の
う
ち
9
時
～
17
時

※
期
間
中
の
土
日
を
含
む

●
場
所
／
金
屋
庁
舎
2
階　

地
籍
調
査
課
内

●
閲
覧
実
施
地
区
／
大
字
歓
喜
寺
の
一
部

平
成
28
年
度
に
地
籍
調
査（
現
地
調
査
）

を
実
施
し
た
地
区
の
う
ち
、
該
当
地
区
に

つ
い
て
、
成
果
の
閲
覧
を
実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
内
に
の
み
、
誤
り
等

訂
正
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
地
籍
調
査
課

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
が

利
用
で
き
ま
す

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
は

ご
自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
使
用

で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

主
と
し
て
次
の
機
能
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
情
報
提
供
な
ど
の
記
録
表
示
（
行
政
機

関
同
士
の
や
り
と
り
の
履
歴
）

・
自
己
情
報
表
示
（
行
政
機
関
が
保
有
す

る
あ
な
た
の
情
報
の
確
認
）

・
子
育
て
に
関
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
検

索
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」

・
外
部
サ
イ
ト
へ
の
連
携「
も
っ
と
つ
な
が
る
」

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
の
た
め
に
は

ご
自
宅
で
行
う
場
合
、
ロ
グ
イ
ン
情
報

な
ど
が
書
き
込
ま
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
、
パ
ソ
コ
ン
ま

た
は
対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
要
で
す
。

吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・
清
水
行
政
局
・

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C
の
窓
口
に
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
専
用
端
末
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
に
「
ロ
グ
イ
ン
情
報
な
ど
が
書

き
込
ま
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス

検
索
の
み
の
ご
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
I
C
カ
ー
ド
ラ

イ
タ
は
不
要
で
す
。

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

平
成
30
・
31
年
度

入
札
参
加
資
格
登
録
の

受
け
付
け
開
始

平
成
30
・
31
年
度
の
2
年
間
有
効
と
な

る
有
田
川
町
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す

る
人
は
、
申
請
要
領
に
従
っ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
登
録
中
の
場
合
も
、
平
成

30
年
3
月
ま
で
が
有
効
期
間
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●
提
出
期
間
／
1
月
9
日（
火
）
～
2
月

28
日（
水
）

※
郵
送
可

※
期
間
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
期

間
内
に
提
出
い
た
だ
い
た
人
を
優
先
し

ま
す
の
で
、
登
録
が
完
了
す
る
ま
で
日

数
を
要
し
ま
す
。

●
提
出
先
／
吉
備
庁
舎
総
務
課

●
申
請
書
類
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
お
よ
び

清
水
行
政
局
総
務
政
策
室
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
有
効
期
限
／
4
月
1
日
～
平
成
32
年

（
2
0
2
0
年
）
3
月
31
日

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

広告

お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み



編集後記
早いもので、平成30年1月号の発行となりました。（納
品日の時点では、まだ年は明けていませんが…）あけま
しておめでとうございます！今年もよろしくお願いいた
します。
先月の表紙がみかんだったのに対し、季節感があまり
感じられない今月…。「？」と思った皆さまは、一枚めくっ
ていただいて、3ページ目をご覧いただければと思います。

4ページ目に掲載している「AKI ☆ DEN」大会は、昨
年、一昨年に引き続いて写真撮影に。昨年は鳥屋城小学
校が藤並小学校と僅差で優勝、今年は藤並小学校が大会
新記録賞を出し、優勝という結果になりました。
どのチームからも選手の一生懸命さや、応援する子ど
もたちの熱量がすごく感じられるのがこの大会のすごい
ところ。寒い中でしたが応援に来てくださった皆さま、
ありがとうございました。

（選手に合わせて私も走る　西岡紗希）
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

配
付
事
業
」
を
実
施

一
般
社
団
法
人 

全
国
消
防
機
器
協
会

が
実
施
す
る
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
配

付
モ
デ
ル
事
業
」
に
、
有
田
川
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
を
モ
デ
ル
団
体
と
し

て
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
27
都
道
府
県

46
団
体
の
応
募
か
ら
、
20
団
体
の
モ
デ
ル

団
体
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

配
付
を
受
け
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
・

住
宅
用
消
火
器・防
炎
製
品
は
、同
協
議
会・

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
消
防
本
部
で
協
議
し
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
な
ど
に
配
布
、
ま
た
、
住
宅
用
消

火
器
と
防
炎
製
品
は
、
地
域
に
密
着
し
た

普
及
啓
発
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
町
関
係
施
設
に
展
示
し
ま

し
た
。

有
田
川
町
消
防
本
部
で
は
、
今
後
も
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
・
促
進
を
含
め

た
住
宅
防
火
対
策
に
努
め
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

登録者数、増加中！
スマートフォン・タブレット端末向けアプリ

「マチイロ」で
広報ありだがわを
ご覧いただけます

▶最新号の「広報ありだがわ」を配信日に端末に通
知します。ご利用は無料。

▶詳しくは町ホームページをご覧いただくか、吉備庁
舎企画財政課まで、お気軽にお問い合わせください！
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月 火 水 木 金 土 日
1	元旦
□役場各庁舎
　など閉庁期間

※1/3 まで

2 3 4 5
□本のリサイクル市

※1/8 まで
（地域交流センターALEC）
【地域交流センターALEC】
□有田川町長・町議
会議員一般選挙立
候補予定者説明会

（金屋文化保健センター）
【有田川町選挙管理委員会】

6
□みかんの箱市

※1/8 まで
（地域交流センターALEC）
【地域交流センターALEC】

7
□平成30年成人式
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】
□冬休み上映会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

8	成人の日 9
□10カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□おひざでだっこ
のおはなし会

（金屋図書館）
【町内各図書施設】

10 11 12
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

13
□おはなしマラソン
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

14
□集団検診
（きびドーム）
【健康推進課】

15
□ぴありんくる
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

16 17
□1歳6カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

18 19 20 21
□有田川エコフェスタ
　vo.2
（金屋文化保健センター）
【環境衛生課】

22 23 24 25 26
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

27 28
□有田川町・町
議会議員一般
選挙投票日

【有田川町選挙管理委員会】

29 30 31 2/1 2
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3 4

5 6 7
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2月4日（日）まで

あらぎ島
イルミテラス

開催中

毎週水曜日
　□井戸端会議
　　（ちいさな駅美術館）【ちいさな駅美術館】
　　※1/3は役場閉庁期間に伴いお休み

毎週金曜日
　□消費生活相談
　　（第一金曜日：清水行政局、それ以外：金屋庁舎）
　　【商工観光課】

1月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

□第6期国民健康保険税納期限【税務課】
□第6期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第6期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】

□3歳6カ月児健診
（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□手話講習会
（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□有田川町消防団出初式
（明恵の里スポーツ公園）【消防本部】

□2歳児健診
（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□いきいき脳のフォローアップ教室

（鳥屋城公民館）【地域包括支援センター】
□手話講習会（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□献血（吉備庁舎・JAありだ本所）【健康推進課】

□4カ月児健診
（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□水道・下水道料金お支払い期限
【水道課・下水道課】
□献血
（和歌山アイコム・JAありだ金屋支所）
【健康推進課】

□第4期固定資産税納期限【税務課】
□第4期町県民税（普通徴収）納期限【税務課】
□第7期国民健康保険税納期限【税務課】
□第7期介護保険料（普通徴収）納期限【長寿支援課】
□第7期後期高齢者医療保険料（普通徴収）納期限【住民課】

□一日行政相談所
（きび保健福祉センター）
【総務課】
□ブックラザ
（金屋図書館）
【町内各図書施設】
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5

者
へ
の
供
養
の
た
め
に
こ
の
場
所
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
岩
室
山
で
の
修
行
は
、
千
日
間
に
わ
た
っ
て
俗
界

と
絶
縁
し
、昼
夜
不
断
の
念
仏
修
行
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

や
が
て
徳
本
上
人
が
修
行
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
渡
り
、
岩

室
山
の
麓
に
は
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
碑
に
刻
ま
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
文
字
は
、
丸
み

を
お
び
、
終
筆
の
部
分
が
跳
ね
上
が
っ
た
独
特
の
字
体
が
特

徴
で
、
徳
本
文
字
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
徳
本
上
人
は
、
人
々

に
名
号
（
仏
・
菩ぼ

薩さ
つ

の
名
前
）
を
与
え
、
こ
の
徳
本
文
字
を

刻
ん
だ
名
号
碑
が
全
国
各
地
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数

は
１
，０
０
０
基
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
徳
本
上
人
の

活
動
範
囲
の
広
さ
と
民
衆
信
仰
の
深
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

こ
の
石
碑
は
有
田
川
町
小
島
に
あ
り
、
国
道
42
号
小
島
分
岐
点

か
ら
４
０
０
ｍ
程
湯
浅
町
方
面
に
進
ん
だ
所
に
あ
り
ま
す
。
昭
和

41
年
に
、
交
通
安
全
や
世
界
平
和
な
ど
を
祈
願
す
る
目
的
で
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、石
碑
の
四
面
に
は「
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ 

徳
本
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

石
碑
に
刻
ま
れ
た
徳
本
と
は
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
念
仏
行

者
で
あ
る
徳
本
上
人
の
こ
と
で
す
。
徳
本
上
人
（
一
七
五
八
年
か

ら
一
八
一
八
年
）
は
、
現
在
の
和
歌
山
県
日
高
町
に
生
ま
れ
、
幼

少
の
頃
か
ら
念
仏
を
唱
え
続
け
、
27
歳
で
出
家
し
た
後
は
、
想
像

を
絶
す
る
荒
修
行
を
続
け
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
説
法
で
浄
土

宗
を
広
め
ま
し
た
。
40
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
は
、
布
教
の
た
め

に
日
本
各
地
を
行
脚
し
、
身
分
や
性
別
を
問
わ
ず
に
救
済
の
手
を

差
し
伸
べ
た
こ
と
か
ら
、
帰
依
者
は
皇
族
・
貴
族
・
諸
大
名
か
ら

一
般
民
衆
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
有
田
地
方
と
も
関
わ
り
が
深
く
、
有
田
川
町
田
口
と
有

田
市
宮
原
町
に
ま
た
が
る
岩い

わ

室む
ろ

山
に
お
い
て
、
約
７
年
間
に
わ
た

っ
て
隠
棲
し
修
行
し
ま
し
た
。
岩
室
山
の
山
頂
に
は
中
世
の
山
城

が
あ
り
、
か
つ
て
戦
場
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
死

そ
の
66

徳と
く

本ほ
ん

上し
ょ
う

人に
ん

名み
ょ
う

号ご
う

碑ひ


